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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カスタマイズオプションを有する利用可能なレ
ポート生成技術ツールのセットを改善し、エンドユーザ
が利用可能なカスタマイズ設定の利便性を向上する。
【解決手段】自動レポート作成方法は、カスタマイズ可
能なクエリテキスト、データセット、データリンク、利
用可能レポートフィールド、およびデータ検索パラメー
タによりレポート生成のためのデータ構造化スキーマを
事前に生成し、このスキーマをストレージに保存するス
テップと、デフォルトデータ構造化設定を指定するステ
ップと、生成したデータ構造化スキーマおよび指定した
データ構造化設定に従ってレポートテンプレートを生成
するステップと、テンプレートに基づいてレポートを生
成するステップとを有する。
【選択図】図１



(2) JP 2017-201547 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カスタマイズ可能なクエリテキスト、データセット、データリンク、利用可能レポート
フィールド、およびデータ検索パラメータにより、レポート生成のためのデータ構造化ス
キーマを作り出し、ストレージに保存するステップと、
　デフォルトデータ構造化設定を指定するステップと、
　前記作り出したデータ構造化スキーマおよび前記指定したデータ構造化設定に従ってレ
ポートテンプレートを生成するステップと、
　前記テンプレートに基づいてレポートを生成するステップと
　を含む、自動レポート生成方法。
【請求項２】
　上記のデータは、スクリプトオブジェクトから取得される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　データセットクエリにおける前記データ構造化スキーマは、前記レポート設定で指定さ
れる前記フィールドおよびフィルタに従って、実行時に変更されるレポートテンプレート
について記述する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データ構造化スキーマは、変更することが可能なクエリフラグメントについて記述
する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記データ記述は、複数データセットからのデータの共用体を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　データセット間の階層リンクが記述される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ネスト化された構造化スキームが記述される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　構造化設定は、特定のレポートに対するテンプレートを生成するために変更される、請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記構造化スキームの前記カスタマイズは、前記レポートにおいて、特定のフィールド
を表示するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　レポート設定のサブセットが、エンドユーザによるカスタマイズのために利用可能であ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　レポートテンプレートの構造化スキーマ設定のバリエーションが保存される、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　参照フィールドの従属フィールドが使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　設定は、前記結果のレポートから直接変更される、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　データセットクエリテンプレートは、前記クエリ言語で、変更することが可能なクエリ
部分をマーキングする特定の構文ユニットを用いて記述される、請求項４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報技術分野に属し、特に、自動レポート生成方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　自動レポート生成は、柔軟な構成、変更オプション、および複雑な構造を有するデータ
を表示する方法により、複雑なレポートを生成する試みに対処する。
【０００３】
　このことは、さまざまなアプローチを用いて解決することができる。
【０００４】
　例えば、解決策の１つは、レポート生成コードの手書きでの書き込みであり、これには
データの検索、レポートテンプレートの生成、検索データのテンプレートへの書き込み、
およびこの結果のエンドユーザへの表示が含まれる。
【０００５】
　この方法は、以下の欠点を有する。すなわち、レポートカスタマイズオプションの欠如
および使用分野の限定である。
【０００６】
　米国特許第５８０９２６６号（１９９８年９月１５日公開）は、自動レポート生成の方
法を提供する。本方法は、クエリ、リンク、またはグループなどのデータオブジェクトを
含むデータモデルを定義するためのグラフィカルツールを含む。この場合、本モデルを使
用して、データ構造を生成し、データモデルテンプレートを定義し、レポートを生成する
。このアプローチにより、複数のクエリの使用が可能となり、各クエリは、１つまたは複
数のグループを含み、２つの異なるクエリに属するグループは、リンクオブジェクトを介
してリンクされる。結果として生成されたレポートは、複雑な構造を含むことができると
ともに、複数クエリの結果を含むことができ、さらなる自由度をもたらす。しかしながら
、変更されたレポートの生成には長時間かかる可能性があり、したがって、この方法の使
用シナリオは限定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第５８０９２６６号
【発明の概要】
【０００８】
　したがって、レポート変更のためのオプションおよびエンドユーザに対する使い勝手の
よい設定を含み、したがって、既知の解決法の欠点から解放された、自動レポート生成の
比較的高速で標準化された方法を提供することにより、技術的ツールのセットを拡張する
ことが必要である。
【０００９】
　このタスクを解決し、特定の技術的結果を得るために、本発明は、自動レポート生成方
法であって、まず、クエリテキスト、データセット、データリンク、利用可能レポートフ
ィールド、およびデータ検索パラメータを詳細に記述するためのオプションを提供する、
レポート生成のためのデータ構造化スキーマを生成し、このスキーマをストレージに保存
するステップと、次いで、デフォルトデータ構造化設定を指定するステップと、次いで、
以前に生成されたデータ構造化スキーマおよび設定に従ってレポートテンプレートを生成
するステップと、最後に、このテンプレートに基づきレポートを生成するステップを含む
、以下の段階を含む自動レポート生成方法を提供する。
【００１０】
　本発明で提示される方法の特有の特徴は、データが、スクリプトオブジェクトから検索
されることである。
【００１１】
　この方法の別の特有の特徴は、データ構造化スキーマのデータセットクエリが、設定で
指定されたフィールドおよびフィルタに従い実行時に変更される、クエリテンプレートを
記述することである。
【００１２】
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　本方法の別の特有の特徴は、データ構造化スキーマが、変更される可能性のあるクエリ
部分を定義することである。
【００１３】
　この方法の別の特有の方法は、複数データセットからのデータを組み合わせるデータセ
ットの記述である。
【００１４】
　この方法の別の特有の方法は、データセット間の階層関係の記述である。
【００１５】
　この方法の別の特有の特徴は、ネスト化されたデータ構造化スキーマの記述である。
【００１６】
　この方法の別の特有の特徴は、構造化設定を変更し、レポートテンプレートを生成する
ことである。
【００１７】
　この方法の別の特有の特徴は、構造化スキーマのカスタマイズが、レポート内の特定の
フィールドの表示を含むことである。
【００１８】
　この方法の別の特有の特徴は、エンドユーザがカスタマイズすることができる設定のサ
ブセットを指定することである。
【００１９】
　この方法の別の特有の特徴は、レポートテンプレートで使用するために、構造化スキー
マ設定のバリエーションを保存することである。
【００２０】
　この方法の別の特有の特徴は、参照フィールドの従属フィールドを使用することである
。
【００２１】
　この方法の別の特有の特徴は、クエリ言語でデータセットクエリテンプレートを記述す
ることであり、データセットクエリ変更が可能である部分を示す追加の構文ユニットを有
する。
【００２２】
　最後に、本発明の別の特有の特徴は、結果のレポートから直接設定を変更することであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】自動レポート生成のフローチャートであり、開発段階で実行される操作と、エン
ドユーザによるレポート設定のカスタマイズの両方を含む。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明は、パーソナルコンピュータなどの任意の計算システムで実現することができる
。本実装態様は、情報ベース、またはレポート生成で使用されるデータを有する複数のオ
ブジェクトを含むストレージを必要とする。
【００２５】
　自動レポート生成方法（ａｕｔｏｍａｔｅｄ　ｒｅｐｏｒｔ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　
ｍｅｔｈｏｄ）は、複雑な階層構造を有するレポートの迅速な生成のためのものであり、
エンドユーザが、すなわち、開発者の手助け無しに、カスタマイズすることができる。
【００２６】
　本発明で説明する方法は、クエリテキスト（ｑｕｅｒｙ　ｔｅｘｔ）、データセット（
ｄａｔａ　ｓｅｔｓ）、データリンク（ｄａｔａ　ｌｉｎｋｓ）、利用可能レポートフィ
ールド（ａｖａｉｌａｂｌｅ　ｒｅｐｏｒｔ　ｆｉｅｌｄｓ）、およびデータ検索パラメ
ータ（ｄａｔａ　ｒｅｔｒｉｅｖａｌ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ）の詳細記述のためのオプ
ションを提供する、レポート生成のためのデータ構造化スキーマ（ｄａｔａ　ｓｔｒｕｃ
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ｔｕｒｉｎｇ　ｓｃｈｅｍａ）の予備生成、およびスキーマのストレージへの保存を含む
。
【００２７】
　データ構造化スキームは、レポート生成で使用されるデータの本質を記述し、さまざま
なデータセットを含むことができる。
【００２８】
　レポートデータ構造化スキーマの生成は、ビジュアルツールを使用して、または何らか
のビジュアルＸＭＬエディタで、またはスクリプトオブジェクトをプログラムで使用して
、対話的に実行することができる。
【００２９】
　スクリプトオブジェクトは、特定の機能的目的を有するプログラムオブジェクトの構造
セットとして定義される。
【００３０】
　データセットは、レポートデータソースであり、このデータをどのように検索するかに
ついて記述する。さまざまなデータセット型、すなわち、追加構文要素を用いてクエリ言
語で書き込まれたデータベースクエリテキストを含むクエリ、外部データセット（バリュ
ーテーブルなど）についての情報を含むスクリプトオブジェクト、または複数のデータセ
ットからのデータを組み合わせるデータセットがある。
【００３１】
　データセットクエリ（ｄａｔａ　ｓｅｔ　ｑｕｅｒｙ）は、クエリテンプレートを記述
し、レポート設定で指定されたフィールドおよびフィルタに従って、レポート生成中に変
更される。クエリテンプレートは、クエリ言語で、変更することが可能なクエリ部分をマ
ーキングする特定の構文ユニット（ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｙｎｔａｘ　ｕｎｉｔｓ）を用
いて記述される。変更は、これらの構文ユニット内で実行される。この結果は、元のクエ
リで選択されたすべてのデータの代わりに、要求されたデータのみを含む。
【００３２】
　データ構造化スキーマが、複数のデータセットを含み、これらのデータセットから、リ
ンクされたデータを検索する場合、１つまたはいくつかのレポートフィールドによるデー
タリンクが指定されなければならない。
【００３３】
　データセット間の階層リンク（ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃａｌ　ｌｉｎｋｓ）を記載するこ
とができる。階層リンクは、データセットを書き込むために使用され、このデータセット
において、レコードは、結果の文書に対するいくつかのレポートフィールドによって他の
レコードにリンクされる。
【００３４】
　利用可能フィールドは、データ構造化スキーマが利用可能なレポートフィールドとして
定義される。これらの利用可能フィールドは、ソート、フィルタリング、またはグルーピ
ングなどのレポート設定に含むことができる。
【００３５】
　パラメータは、レポートデータを検索するための基準として機能する。これらのパラメ
ータは、データセットクエリで直接定義することができ、または仮想データベーステーブ
ルのパラメータとすることができる。
【００３６】
　結果として生じるレポート構造は、（上記の米国特許第５８０９２６６号で説明される
ような、レポートシートの個々の要素の位置を特定することによってではなく）ツリー状
記述によって定義される。
【００３７】
　ネスト化されたデータ構造化スキーマを追加することが可能である。したがって、特定
のレポートのために設計された構造化スキームは、親レポートをリンクすることによって
他のレポートで再利用することができ、１つまたはいくつかのフィールドによってネスト
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化されたレポートで再利用することができる。
【００３８】
　この場合、レポートレイアウトを定義するデフォルトデータ構造化設定（ｄｅｆａｕｌ
ｔ　ｄａｔａ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｉｎｇ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ）が指定され、レポートテン
プレートが、生成されたデータ構造化スキーマおよび指定されたデータ構造化設定に従っ
て形成される。最後に、レポートは、生成されたテンプレートに従って生成される。
【００３９】
　図１は、自動レポート生成のフローチャートの一例を示す。
【００４０】
　添付の例において、段階１００では、開発者は、現在適用されるタスクに従い、デフォ
ルトデータ構造化スキーマ設定１１０およびデータ構造化スキーマ１２０を指定する。デ
ータ構造化スキーマ設定１１０の複数のセットを、段階１５０で、レポートテンプレート
生成のために生成することができる。
【００４１】
　開発者はまた、段階１００で、ユーザ設定１３０を指定することができる。これらの設
定は、段階１４０でエンドユーザが利用することができ、いくつかの場合では、さらなる
修正無しに、「そのまま」適用することができる。これらの設定の補助により、エンドユ
ーザは、段階１４０でレポートバリエーションを選択および編集し、今後も使用するため
に、このレポートバリエーションを保存することができる。したがって、ユーザがしなけ
ればならないのは、設定の最小セットの編集のみであり、レポート生成が簡単になる。レ
ポート生成段階１６０で、ユーザ設定１３０は、完全データ構造化スキーマ設定１１０と
組み合わされ、レポートは、この組み合わされた設定に従って生成される。したがって、
説明する方法は、特定のレポートテンプレートを生成するための、データ構造化設定の変
更を含む。
【００４２】
　エンドユーザは、結果のレポートからレポート設定を直接変更するためのオプションを
有する。例えば、ユーザは、セルをクリックし、次いで、ポップアップメニューから、「
フィルタ」または「グループ」を選択することができる。これにより、レポート設定が変
更され、この結果、レポートは、選択されたフィールドによってフィルタリングされるか
、またはグループ化される。
【００４３】
　エンドユーザは、最も有用と思われるレポートバリエーションを選択し、さらに、その
設定をカスタマイズし、データがユーザ設定に従って表される同じデータ構造化スキーマ
に基づいて、異なるレポートを取得することができる。したがって、単一の構造化スキー
マを、複数のレポートを生成するために使用することができる。最終結果を定義するデー
タ構造化設定。
【００４４】
　本発明のいくつかの実装バリエーションにおいて、エンドユーザは、（画面に表示する
場合に、および印刷する場合に）フィールドがレポートシートのどこに表示されるかを正
確に指定する必要が無い。ユーザは、フィールドがレポートに含まれるべきかを単に指定
し、フィールドが、開発者によって事前に定義された最適な位置決定スキームに従って、
レポートシート上に配置される。
【００４５】
　レポート設定において、参照フィールド（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｆｉｅｌｄｓ）の従属
フィールド（ｓｕｂｏｒｄｉｎａｔｅ　ｆｉｅｌｄｓ）を使用するためのオプションが存
在する。
【００４６】
　例えば、レポートが「Ｉｔｅｍ」フィールドを含む場合、ユーザは、「Ｉｔｅｍ．ＩＤ
」フィールドを、レポートに表示されるフィールドのリストに追加することができる。こ
れは、データセットクエリの自動変更につながり、要求された位置で「ＩＤ」フィールド
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を表示する。ユーザはさらに、「Ｉｔｅｍ．ＩＤ」フィールドによってフィルタを追加す
ることができ、これにより、データセットクエリテキストに、対応する条件が自動的に追
加され、ユーザは、フィルタリングされたデータを取得する。
【００４７】
　したがって、本発明で説明する自動レポート生成の方法は、高速で多目的のレポート生
成が可能であり、エンドユーザが利用可能なカスタマイズオプションとカスタマイズ設定
の高い操作性を備えた、利用可能な技術ツールのセットを改善し、したがって、既知の解
決策の欠点から解放される。
【００４８】
　本明細書で説明したレポート生成例は、以下に記載される方式によって定義される、本
発明によって提供されるすべてのさまざまなオプションをカバーするものではない。当分
野の専門家は、本発明の思想および範囲に従う、本発明の他の実装バリエーションが可能
であることを理解することができる。
【００４９】
AUTOMATED REPORT GENERATION METHOD 

Field of the Invention 

This invention belongs to information technologies area; in particular to automa
ted report generation methods. 

Background of the Invention 

Automated report generation addresses the challenge of creating complex reports 
with flexible configuration, modification options, and ways to display data that
 has complicated structure. 

This can be solved using various approaches. 

For example, one of possible solutions is manual writing of report generation co
de, which includes retrieving data, creating a report template, writing the retr
ieved data to the template, and displaying the result to the end user. 

This method has the following disadvantages: lack of report customization option
s and limited usage areas. 

The patent US No. 5809266 (publ. 09.15.1998) offers a method of automated report
 generation. The method includes a graphical tool for defining the data model th
at contains data objects, such as queries, links, or groups. Then the model is u
sed to create a data structure, define data model template, and generate a repor
t. This approach allows the use of multiple queries, each containing one or more
 groups, where groups belonging to two different queries are linked through link
 objects. The resulting report can have complex structure and it can include res
ults of multiple queries, which provides additional flexibility. However, genera
ting a modified report might take a long time; thus the usage scenarios of this 
method are limited. Summary of the Invention 

Therefore, it is necessary to expand the set of technical tools by providing a c
omparatively quick and standardized method of automated report generation, inclu
ding options for report modification and convenient settings for end users, and 
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which therefore is free of the disadvantages of the known solutions. 

For solving this task and obtaining the specified technical results, this invent
ion offers an automated report generation method that contains the following sta
ges: first, creating a data structuring schema for report generation, which prov
ides options for detailed description of query text, data sets, data links, avai
lable report fields, and data retrieval parameters, and saving the schema to a s
torage; then specifying default data structuring settings; then creating a repor
t template according to the previously created data structuring schema and setti
ngs; and finally, generating the report based on the template. 

The distinctive feature of the method presented in this invention is that data i
s retrieved from script objects. 

Another distinctive feature of this method is that the data set queries of the d
ata structuring schema describe query templates, which arc modified at execution
 time according to the fields and filters specified in the settings. 

Another distinctive feature of this method is that the data structuring schema d
efines the query parts that can be modified. 

Another distinctive feature of this method is the description of a data set that
 combines data from multiple data sets. 

Another distinctive feature of this method is the description of hierarchical re
lations between data sets. 

Another distinctive feature of this method is the description of nested data str
ucturing schemas. 

Another distinctive feature of this method is modifying the structuring settings
 in order to generate the report template. 

Another distinctive feature of this method is that the customization of the stru
cturing schema includes displaying specific fields in the report. Another distin
ctive feature of this method is specifying a subset of settings that can be cust
omized by end users. 

Another distinctive feature of this method is saving variations of structuring s
chema settings for use in a report template. 

Another distinctive feature of this method is using subordinate fields of refere
nce fields. 

Another distinctive feature of this method is describing data set query template
s in the query language, with additional syntax units that indicate parts where 
data set query modification is possible. 

Finally, another distinctive feature of this invention is modification of settin
gs directly from the resulting report. 
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Brief Description of the Drawings 

Fig.l shows the flowchart of automated report generation, which includes both op
erations performed at the development stage and customization of reports setting
s by end users. 

Detailed Description of the Invention 

The invention can be implemented in any computation system, such as a personal c
omputer. The implementation requires an information base, or a storage that cont
ains multiple objects whose data is used in report generation. 

The automated report generation method is intended for quick generation of repor
ts with complex hierarchical structure, which can be customized by end users, i.
e. without developer's help. 

The method described in this invention includes preliminary creation of a data s
tructuring schema for report generation, which provides options for detailed des
cription of query text, data sets, data links, available report fields, and data
 retrieval parameters, and saving the schema to a storage. 

The data structuring scheme describes the essence of data used for report genera
tion; it can contain various data sets. The creation of report data structuring 
schema can be performed interactively using visual tools, or in any visual XML e
ditor, or programmatically using script objects. 

Script objects are defined as a structured set of program objects that have spec
ific functional purposes. 

Data sets arc report data sources, which describe how that data is retrieved. Th
ere are various data set types: a query that includes a database query text writ
ten in the query language with use of additional syntax elements; a script objec
t that contains information about an external data set (such as a value table), 
or a data set that combines data from multiple data sets. 

A data set query describes a query template, which is modified during report gen
eration according to fields and filters specified in the report settings. Query 
templates arc described in the query language, with specific syntax units markin
g query parts that can be modified. The modification is performed within these s
yntax units. The result contains only the required data instead of all data sele
cted in the original query. 

If a data structuring schema contains multiple data sets, in order to retrieve l
inked data from these data sets, data links by one or several report fields must
 be specified. 

Hierarchical links between data sets can be described. Hierarchical links are us
ed for writing data sets where records are linked to other records by some repor
t fields to the resulting document. 
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Available fields are defined as report fields available to the data structuring 
schema. They can be included in report settings, such as sorting, filtering, or 
grouping. 

Parameters serve as criteria for retrieving report data. They can be defined dir
ectly in a data set query, or they can be parameters of virtual database tables.
 

The resulting report structure is defined by a tree-like description (not by spe
cifying the positions of individual elements on the report sheet, as described i
n the abovemcntioned patent US No. 5809266). Adding nested data structuring sche
mas is possible. Therefore, a structuring scheme designed for a specific report 
can be reused in other reports by linking the parent report and the nested repor
t by one or several fields. 

Then the default data structuring settings, which define the report layout, are 
specified and the report template is formed according to the created data struct
uring schema and the specified data structuring settings. Finally, the report is
 generated according to the created template. 

Fig.l shows an example the flowchart of automated report generation. 

In the attached example, at stage 100 the developer specifies default data struc
turing schema settings 110 and the data structuring schema 120 according to the 
current applied task. Multiple sets of data structuring schema settings 110 can 
be created for report template generation at stage 150. 

A developer can also specify user settings 130 at stage 100. These settings beco
me available to end users at stage 140 and in some cases they can be applied "as
 is", without further modification. With help of these settings, an end user can
 select and edit report variations at stage 140, as well as save them for future
 use. Therefore, the user only has to edit a minimum set of settings, which simp
lifies the report generation. At report generation stage 160 the user settings 1
30 are combined with the full data structuring schema settings 110, and the repo
rt is generated according to the combined settings. Therefore, the method being 
described includes modification of data structuring settings for creation of a s
pecific report template. 

An end user has the option to modify the report settings directly from the resul
ting report. For example, a user can click a cell, and then select "filter" or "
group" from a pop-up menu. This changes the report settings so that the report i
s filtered or grouped by the selected field. 

An end user selects the report variation that they find most useful, and they ca
n also customize the settings and obtain a different report based on the same da
ta structuring schema where data is represented according to the user settings. 
Therefore, a single structuring schema can be used for creating multiple reports
. The data structuring settings that define the final result. In some implementa
tion variations of this invention the end user does not have to specify where ex
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actly fields are displayed in the report sheet (both for viewing on the screen a
nd for printing). The user simply specifics that the field should be included in
 the report, and the field will be positioned on the report sheet according to t
he optimal positioning scheme that is predefined by the developer. 

There is an option to use subordinate fields of reference fields in report setti
ngs. 

For example, if a report includes an "Item" field, a user can add the "Item.ID" 
field to the list of fields displayed in the report. This leads to automatic mod
ification of the data set query and displaying the "ID" field at the required po
sition. The user can also add a filter by the "Item.ID" field, this leads to aut
omatic addition of the corresponding condition to the data set query text, and t
he user obtains filtered data. 

Therefore, the method of automated report generation described in this invention
 enriches the set of available technological tools with fast and multi-purpose r
eport generation, with customization options and increased usability of customiz
ation settings available to end users, and therefore is free of disadvantages of
 known solutions. 

The report generation examples described in this document do not cover all varie
ty of options provided by the invention, which is defined by the formula describ
ed below. An expert in this area can figure out that other implementation variat
ions of this invention, which comply with the invention idea and scope, are poss
ible.
 
【００５０】
Claims
1. Automated report generation method, which includes the following stages:
- creating a data structuring schema for report generation with customizable que
ry text, data sets, data links, available report fields, and data retrieval para
meters, and then saving it to a storage;
- specifying default data structuring settings;
- generating a report template according to the created data structuring schema 
and specified data structuring settings;
- generating a report based on the template.
2. The method in accordance with claim 1 , wherein above data is obtained from s
cript objects.
3. The method in accordance with claim 1, wherein the data structuring schema in
 a data set query describes a report template that is modified at execution time
 according to the fields and filters specified in the report settings.
4. The method in accordance with claim 1 , wherein the data structuring schema d
escribes query fragments that can be modified.
5. The method in accordance with claim 1, wherein the data description contains 
a union of data from multiple data sets.
6. The method in accordance with claim 1 , wherein hierarchical links between da
ta sets arc described.
7. The method in accordance with claim 1, wherein of nested structuring schemes 
are described.
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8. The method in accordance with claim 1, wherein of structuring settings arc mo
dified in order to generate a template for a specific report.
9. The method in accordance with claim 1, wherein the customization of the struc
turing scheme includes displaying specific field in the report.
10. The method in accordance with claim 1 , wherein a subset of report settings 
is available for customization by end users.
11. The method in accordance with claim 1 , wherein variations of structuring sc
hema settings of a report template arc saved.
12. The method in accordance with claim 1 , wherein subordinate fields of refere
nce fields are used.
13. The method in accordance with claim 1 , wherein settings arc modified direct
ly from the resulting report.
14. The method in accordance with claim 4, wherein data set query templates arc 
described in the query language with specific syntax units marking query parts t
hat can be modified.

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケーション開発段階において、開発者の計算システムが、ビジュアル設定ツール
を介する該開発者からの設定操作に基づいて、カスタマイズ可能なクエリテキスト、デー
タセット、階層データリンク、利用可能レポートフィールド、およびデータ検索パラメー
タをプロパティとして含む、レポート生成のためのデータ構造化スキーマを作り出し、ス
トレージに保存するステップと、
　前記アプリケーション開発段階において、開発者の計算システムが、ビジュアル設定ツ
ールを介する該開発者からの指定操作に基づいて、フィールドの表示およびそれ用に使用
しうるフィルタを定義するデフォルトデータ構造化設定であって、該設定の一部又は全部
がユーザによる変更が「可能である」とマーキングされているデフォルトデータ構造化設
定を指定し、ストレージに保存するステップと、
　レポートが生成される前の、ユーザからの入力に応えるアプリケーション実行段階にお
いて、ユーザの計算システムが、ビジュアル設定ツールを介する該ユーザからの入力に応
えて、変更に使用可能なフィールドおよびフィルタから、特定のフィールドおよび特定の
フィルタを定義するユーザ設定を設定するステップと、
　ユーザの計算システムが、ユーザからのレポート生成開始指示に応えて、前記デフォル
トデータ構造化設定と前記ユーザ設定とを組み合わせ、前記作り出したデータ構造化スキ
ーマおよび前記組み合わせたデータ構造化設定に従って、カスタマイズされたクエリテキ
ストおよびレポートレイアウト設定を含むレポートテンプレートを生成するステップと、
　ユーザの計算システムが、前記テンプレートに基づいてレポートを生成するステップと
　を含む、自動レポート生成方法。
【請求項２】
　前記データセットは、外部データセットについての情報を含むスクリプトオブジェクト
である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データ構造化スキーマにおけるデータの記述は、複数データセットからのデータを
組み合わせたデータセットを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データ構造化スキーマ内に、ネスト化された構造化スキームが記述される、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　レポートの生成後に、ユーザが得られたレポートから直接レポート設定を変更でき、こ
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れにより、新たなレポートが生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　アプリケーション開発段階において、デフォルトデータ構造化設定のバリエーションが
保存される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記新たなレポートは、追加のフィールドを含み、
　前記追加のフィールドは、参照フィールドに従属する従属フィールドである、請求項１
に記載の方法。
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